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 RI 第２６１０地区   

 東となみロータリークラブ会報 

     2012-2013 年度 No.４９ 

事務局 〒939-1635 富山県南砺市福光 7336-4 福光会館 3Ｆ 

ふくみつ光房内 TEL 0763-53-1333ＦＡＸ0763-53-1334、

inashorc@athena.ocn.ne.jp 

2012-2013 年度 会長 河合耕一 、幹事 上田昭二 

2012-2013 年度 RI テーマ 

 

「奉仕を通じて 平和を」 

(田中作次会長) 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

                  例 会 記 録 

 

      得永忠雄君卓話「ナント再生プロジェクト」全容図式 

第１６７５回例会 

平成２５年６月１９日(水) 井波文化センター  

１．点 鐘 会長 

２．ソング：我等の生業 
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３．会長の時間：久々の恵みの雨です。植えた木にいくら

人出で水をやっても、天然の雨には敵いません。弱った

木も一日で生き返ります。我が社のＨＰの写真をみて、

大阪のＴＶ局が番組に使わせてほしいということで、後

で番組のビデオを送ってもらうことを条件に了承しま

した。「和風を考える」という 45 番組でしたが、その

中でたった 2 秒だけでていました。その中で、今では死

語の「下駄脱ぎ(下駄づき、踏み石、靴脱ぎ石、などと

もいう)」の紹介がありました。さて、前回例会終了後、

理事会を開催しましたが、出席者も少なく、本日例会前

に再度理事会を開催しました。退会届の扱いについて、

意見がいろいろ出されました。事情のある方もあり仕方

ないという意見や、また、どうしても慰留をという意見

もあり、今晩の｢喜久｣でも機会を得たいと思います。来

週最終例会です。次年度から最悪の場合、17 名からの

スタートになるやもしれません。改めて結束を固めてい

きたいものです。【会報より：今年度一年、河合会長に

は、仕事柄いろいろの草花を例会に持参いただき、文字

通り「花を添えて」頂きました。会報を鮮やかにして頂

き、感謝申し上げます。】 

 

４．幹事報告：①米山奨学会より、「5 月寄付傾向」「ハイ

ライトよねやま」が来ており、各テーブルに配布。② 

理事会報告を会長よりして頂きました。③メークアッ

プ希望者は、他クラブ例会変更を事務局に確認を。 

５．委員会報告：①三角次期幹事：会長幹事ガバナーエレ

クト御苦労様会、新入会員歓迎会を、今晩「喜久」で

18 時 30 分より開催します。②出席委員会：本日 20

名中 15 名出席（78.95％） 

６．ニコニコＢＯＸ(SAA：本日 2 名 2000 円、その他、R

財団 0 名、米山 1 名。) 

河合会長：20 才の新入社員が来て 5 日目です。期待し

ています。女の子です。 

助田会員：今春高卒の男子新入社員ですが、1 カ月か 2

ヶ月で退社するだろうと思っていましたが、

本人は益々元気で通勤、そして仕事にと、

やる気で人先に仕事に取り組んでいてくれ

ています。本人には、一人でも地域の皆さ

んと友人になる様に言っています。 

中島会員：昨年より 9 日遅れの梅雨入り。虫が多くな

りジメジメした気候。体調管理に気をつけ

たいものですね。 

 

  

卓話「.ナント再生プロジェクト」 

得永忠雄会員 

得永会員：ロータリーには、地区グローバル補助金小委員

会があり、その 6 番目に、経済と地域社会発展という項

目があります。他の地区の事のようですが、南砺市は、

今から始めないと間に合わない財政再建問題を抱えて

います。 
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南砺市は今後の財政見通しが、5 年後に歳入と歳出が

逆転します。病院を 2 つも抱え、26 の温泉施設、5 つ

のスキー場など、市の義務的経費やその他の経費がか

さみ、一般財源が不足します。このため、私は、南砺

市に豊富な再生エネルギーを活用し、その収益で市の

公共事業を行おうと南砺市再生プロジェクト「8 本の矢

戦略」を提言しています。 

 

 

 例をあげると、長野県飯田市では、天竜川上流の小沢川

で実際に小水力発電の計画が進み、自治会に法人格を与え、

認可地縁団体として事業主体となり、地域主導の発電・売

電ができるようになります。また、長野県富士見町では、

太陽光のメガソーラーを町営でとりつけ、多額の土地公社

の借金返済を目指すといいます。 

 南砺市には、26 の温泉施設があり、これらを利用した

地熱発電を行えば、膨大な利益を生み、市民税や教育費、

医療費まで将来は無料に出来ると考えます。 

 

 

 日本一の自然エネルギーの恵みを有効活用して、南砺市

を Smart city(賢い街)つくりを、技(南砺市の機会・技術・

資源を最大限に生かす企業誘致)：価値創造の Smart city

に、人(担い手不足を女性・高齢者。障害者を活かす)：農

業再生の Smart city に、歴史(水に関わる奈良時代～現在

までの歴史の継承)：温故知新を活かす Smart city に、絆

(用水・利水と散居村のおばあちゃんの教え)：安全安心安

価な Smart city にできるのです。【以下略】 

 詳細は、当クラブＨＰでスライドを画像でご覧ください。 


